	第6回　みえ若者就労支援ネットワーク会議

―議事録―

日時：2008年1月30日（水）19:00-21:00

場所：アスト津　みえ市民活動ボランティアセンター　ミーティングルームA・B


【A班】予防

（1）第5回会議のふりかえり　～予防のための方針と方策

　　　・〈方針〉「働くこと」に必要なコミュニケーション能力を「遊び」を通して身につける

　　　・〈方策〉方針を実現するための“場”づくり

　　　　　→第6回会議においては“場”の具体的な中身を考える

（2）予防のためのプログラム　～5W1H＋αで考える

	コンセプト
「遊び」をマジメにアカデミックに展開！

	なにを
	●目標

・短期目標：学校/地域をフィールドに遊び推進プロジェクトを実施

・長期目標：世界遊びサミットを三重県が主催

	いつ
	●目標の達成に向けて

　　・総合学習の時間を利用して、次年度/次々年度に遊び推進プロジェクトを実施

・プロジェクトの実績を3年～5年積み上げたのちにサミットを開催

	だれが
	●担い手として考えられる人物の所属先

　　・教育学部に所属する大学生

　　・学童保育指導員

　　・シニア

　　・塾

　　・遊びの達人

●担い手に必要な力

　　・目的と合致した“場”をコーディネートできる

　　・目的と合致したプログラムをつくれる

●担い手の発掘と養成を行うために

　　・公募を行う

　　・最低限の研修を行う（安全、キャリア教育、NEETに関して）

　　・個性豊かな人材へのアプローチ

	どこで
	●プログラムを実施する場所

　　・学校内

　　・地域の山や川

	だれにむけて
	●対象者を小学生にしぼる

●対象者は地域の子ども

	どのように
	●学校色を薄める

　　・学校や学校教員を担い手にしない

　　・対象となる子どもを学校によって分けない

●地域へ働きかける

　　・担い手を地域から募る

　　・市町へ直接アプローチする

●教育委員会の所轄外へアプローチする

　　・有望なアプローチ先として…「子ども局」

　　・予算の出どころ…教育/育成の分野から？

	どうするか
	●モデル校を選定する

　　・意欲をもつ小学校が先駆的にプログラムに取り組む

　　・都会および田舎から学校を選定する

●コミュニケーション能力を促進する遊びを提案する

　　1）遊びの例

ごっこ遊び、伝言ゲーム、ものづくり…

2）提案の仕方

・担い手同士が教えあう

・地域ごとの遊びを伝えあう

●「遊び」に関する調査を行い、調査結果を冊子化およびDVD化する

　　1）「遊び」に関するアンケート調査を行う

　　　　〈アンケート項目〉

　　　　　　・昔の遊びと今の遊びを尋ねる

　　　　　　・頭を使う遊びと身体を使う遊びを尋ねる

　　2）調査結果の冊子化およびDVD化

　　　　〈盛り込む内容〉

　　　　　　・遊びの種類

　　　　　　・遊び方

●担い手の研修を行う

	プラスα
	●実現の可能性が高い別案として挙げられたもの「子どもインターンシップ」


（福島　有香）

【B－1班】「入口」支援ネットワーク拡充

　●当事者支援の「入口」となる、市町の窓口としての体制について

　　・当事者や関係者の相談は、「最初の一歩」としての切実なアクション

→対応が事務的で、「相談に乗る」という体制になっていない

そのため市町が主体的に取り組めておらず、住民には周知できない

↓

　　・電話を受けた人が継続的に相談に乗れる体制をつくる

当事者の状況を見極めワンストップで対応できるようにする（＝人材の育成）

　　・次につなぐ先との連携を持つ（＝「出口」を見据えた地域の連携促進）

　●人材の育成について

　　・当事者の状況を見極められるよう、経験を積む

　　・経験豊かな担当者と一緒に支援に当たることで、経験値を高める

　　・担当者に対する研修を行う

→個別対応が求められるためマニュアル化は難しいため、事例集やエピソード集を作成する

　●「出口」を見据えた地域の連携促進

　　・「入口」の支援体制は、市町がベースとなる。

→就労促進という「出口」を見据えれば、支援の圏域はもう少し広い方が良い

→「出口」に向けて、「途切れない支援」が必要である

↓

　　・市町単位で有する対応事例やエピソードについて、もう少し広い範囲（生活創造圏、県民センター所管地域）で情報を共有する

　　・共有した情報などを基に、担当者がアドバイスを受けられるような「支援会議」的組織を用意する

 (馬場　基記)

【B－2班】「出口」支援ネットワーク拡充

（1）就職するための情報・相談ネットワーク

　　　●就職する人に対して

利用者のニーズに合った情報や支援を提供できるようにする

　　　　　→そのために情報や支援のネットワークを強化する必要がある
※　現在あるネットワーク

・ハローワーク

・おしごと広場

・若者就業サポートステーション

・県若者自立支援センター　　　　　等

●すぐに就職しない人に対して

NPOや社会福祉協議会などを通じてボランティア活動等に参加できる可能性を示す

（2）事業所へのコンタクト

　　　●話によってコンタクト先を臨機応変に使い分ける

　　　　〈コンタクト先〉

・事業所の法人としての側面（＝組織）

・その事業所で働いている個人としての側面（＝社員）
●事業所とネットワーク間の望ましい関係

ネットワークから事業所へ提案しやすい状況であること

→ネットワークと事業所（個人・法人両面）間の風通しをよくすることから始める

●事業所における就労支援

　無給の仕事（職業体験等）から有給の仕事へつなげる

●事業所自体もネットワークの中に入ってもらうように働きかけをする

　　　●若者就労支援ネットワークがするべきこと（または別団体でもいい）

・事業所における職業体験を取りまとめる

・事業所とネットワークのマッチングをはかる

(川北　輝)

【C班】当事者サポート

（1）前回のふりかえり

　　　●ネットワーク会議の方向性の明確化

　　　　　〈ネットワークに属する支援機関の関係〉

　　　　　　　・スタンスを共有することで支援機関間の協力をはかる

・機関間の差異をなくす

　　　●「当事者」が示す意味の確認

「当事者」＝ニート、ひきこもり状態から脱却したい意思表示のある者

　（前回の定義通り）

　　　　　　　　※　定義をはずれる者は引き続き検討課題へ

●当事者向けの勉強会として支援者・支援団体がおこなう勉強会のスタンス

↓

以上の3点をネットワーク会議の共有認識とするべき

（2）前回話し合った方策について実現可能なものを整理、検証する

　　　●当事者のステージに対応したサポート

　　　〈ステージ1：動けない状態〉
　　　　↓サポステ、ＮＰＯによる「趣味、嗜好」型支援

　　　　↓サポステ、ＮＰＯによる「カタリバ」型支援

　　 〈ステージ2：動き出した状態〉
　　　　↓県、ＮＰＯによる就労体験事業のような「伴走」型支援

　　　　↓ＮＰＯによる働き方の多様性、可能性の提示

　　　　↓おしごと広場、若者就業サポートステテーション、ＮＰＯによる「スクーリング」的サポート

　　　　　※「スクーリング的サポート」

：当事者が「学校へ通う」形式を用いて、ステージ2からステージ3への移行を支援する

〈ステージ3：働いている状態>

　　●支援者のための勉強会等を実施

（3）方策が抱える課題

●資金源が失われた場合に、支援を継続するにはどうすべきか

●支援案を趣味嗜好型とカタリバ型に限定してもよいのではないか

（4）その他の意見

人が仕事に合わせるのではなく、人に合わせた仕事を見つけることも支援案である

（白尾　豪紀）

●その他、全体で共有すべき報告、今後の予定、お知らせ等

・地域若者サポートステーションのポスターについて（中川）

・就労体験事業の経過報告について（浦田）

　　四日市地域３人、津地域６人・５人、伊勢地域５人の４グループで実施。

　　就労の意志が芽生えたり、笑顔が生まれたりするなど、徐々に成果も発現。

・第３回親向けセミナーについて（浦田）

　　2008年2月16日（土）13:30-16:30名張市役所にて開催。ワークショップは目隠しゲームを予定。

・三重県若者自立支援センターの次年度事業について（宇佐美）

　　NW会議の開催、就労体験事業の実施、自立に向けた講座の開催、県若者自立支援センターの運営を予定。

・「美し国・三重の森と海を語る」の案内（岩脇）

・第７回会議について（井上）

　　2008年2月20日（水）19:00-21:00 アスト津 ミーティングルームA・Bにて開催。

今年度の振り返り、次年度に向けての協議を実施予定。

以上
1

